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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
階層的粒子構造を有する塩化ビニル系樹脂（塩化ビニル系重合体を主成分とし、エラスト
マー成分を含有する塩化ビニル系樹脂は除く）であって、平均重合度が１５００～６００
０であり、少なくともグレイン粒子内部に０．１～１０重量％の滑剤成分を含有し、該滑
剤成分が平均分子量３００～４０００の炭化水素系滑剤であることを特徴とする塩化ビニ
ル系樹脂。
【請求項２】
水懸濁重合による塩化ビニル系樹脂の製造方法において、滑剤成分を予め塩化ビニルモノ
マーの油滴内部に微分散させた後、重合を行うことを特徴とする請求項１記載の塩化ビニ
ル系樹脂の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は塩化ビニル系樹脂及びその製造方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
塩化ビニル樹脂は、機械的強度、耐候性、耐薬品性等において優れた特性を有する材料で
あり、建築部材、管工機材、住宅資材等に広く用いられている。
【０００３】
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塩化ビニル系樹脂は、通常、水懸濁重合によって製造され、この方法で製造された塩化ビ
ニル系樹脂は階層的粒子構造を有している。即ち、体積平均粒子径が１００～２００μｍ
程度のグレイン粒子からなり、該サブグレイン粒子がアグロメレート粒子からなり、該ア
グロメレート粒子が０．５～２μｍの一次粒子により構成されている。
【０００４】
上記階層的粒子構造を有する塩化ビニル系樹脂を成形する場合、この階層的粒子構造を破
壊し、十分に溶融混練する必要がある（この過程をゲル化という）。
このゲル化が不十分な場合は、（１）塩化ビニル系樹脂に添加される安定剤、滑剤、改質
剤、充填剤などが十分にグレイン粒子内部まで分散しない、（２）成形加工後の製品にグ
レイン粒子が残存し、塩化ビニル系樹脂の特性が十分に発揮されない等の問題点があった
。
【０００５】
特に、高重合度の塩化ビニル系樹脂の場合は、長期耐久性や疲労強度が著しく向上するな
ど優れた物性を有するものの、溶融粘度が高く、ゲル化が困難であるため、上記問題が起
こり易くなる。
【０００６】
上記問題を解決する方法としては、通常、成形温度を高くし樹脂の溶融粘度を低下させて
ゲル化し易くするか、あるいは特公昭５９－３２３０５号公報に記載されているように、
低重合度の樹脂をブレンドすることにより成形性を改善する方法などが知られている。
【０００７】
しかしながら、成形温度を高くすることによって、塩化ビニル系樹脂の熱分解が起こり易
くなり、熱分解によって成形品が着色したり、物性が低下する等の問題点があった。また
、上記熱分解を抑制するために、各種安定剤を添加する方法が行われているが、安定剤を
添加しても、成形可能な塩化ビニル系樹脂の重合度は高々１５００程度であり、それ以上
の高重合度の塩化ビニル系樹脂の成形を行うことは困難であった。
【０００８】
さらに、高重合度の塩化ビニル系樹脂に低重合度の樹脂をブレンドする方法では、成形性
は改善されるものの、低重合度の樹脂をブレンドするため成形体の物性が低下し、高重合
度の塩化ビニル系樹脂のもつ優れた特性を十分に発現させることができなかった。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、上記従来技術の課題に鑑み、階層的粒子構造を有する塩化ビニル樹脂、特に高
重合度の塩化ビニル系樹脂の熱分解を抑えてゲル化を促進させることにより、塩化ビニル
系樹脂の持つ優れた特性を十分に発現させ得る塩化ビニル系樹脂及びその製造方法を提供
することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
本発明の塩化ビニル系樹脂は、階層的粒子構造を有する塩化ビニル系樹脂（塩化ビニル系
重合体を主成分とし、エラストマー成分を含有する塩化ビニル系樹脂は除く）であって、
平均重合度が１５００～６０００であり、少なくともグレイン粒子内部に０．１～１０重
量％の滑剤成分を含有し、該滑剤成分が平均分子量３００～４０００の炭化水素系滑剤で
あることを特徴とする。
【００１１】
上記塩化ビニル系樹脂としては、塩化ビニル単量体の単独重合体である。
【００１３】
上記塩化ビニル系樹脂の平均重合度は、１５００～６０００の範囲に制限される。平均重
合度が、１５００未満になると疲労強度等の耐久性が十分に発現せず、６０００を超える
と成形が著しく困難となる。尚、上記平均重合度は、ＪＩＳＫ　６７２１に準拠して測定
される値である。
【００１４】
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本発明において塩化ビニル系樹脂の粒子内部に含有される滑剤成分としては、通常、塩化
ビニル系樹脂の成形に用いられる滑剤成分が好適であり、例えば、ポリエチレンワックス
、パラフィン系ワックス等の炭化水素系滑剤；脂肪酸のアルコールエステル、脂肪酸のポ
リグリコールエステル等のエステル系滑剤；脂肪族アルコール、多価アルコール、ポリグ
リコール、ポリグリセロール等のアルコール系滑剤などが挙げられる。
【００１５】
上記滑剤成分は、塩化ビニル系樹脂の階層的粒子構造において、少なくともグレイン粒子
内部に含有されることにより、成形時におけるゲル化が促進され、成形性が向上する。ま
た、上記滑剤成分は塩化ビニル系樹脂の粒子内部にできるだけ微分散していることが好ま
しく、さらに塩化ビニル系樹脂との相溶性が低いものがより好ましい。これは相溶性の低
い方が、溶融混練時に樹脂と滑剤成分とが相分離を起こし易く、ゲル化し易くなると考え
られるからである。
【００１６】
このような理由から滑剤成分としては、平均分子量３００～４０００の炭化水素系滑剤が
用いられる。平均分子量が、３００未満になるとゲル化促進及び滑性付与の効果が小さく
なり、４０００を超えると樹脂中に微分散し難くなる。
上記炭化水素系滑剤は、カルボン酸や空気等で酸変性もしくは酸化されたものであっても
よい。
【００１７】
上記塩化ビニル系樹脂における滑剤成分の含有量は、０．１～１０重量％に制限され、好
ましくは０．５～５重量％である。
含有量が０．１重量％未満になると、成形時に十分な滑性効果が発現せず、成形機のトル
ク、負荷、金型背圧等が上昇し成形性が低下する。また、含有量が１０重量％を超えると
、滑剤成分が成形体の表面に大量にブリードアウトしたり、成形体の物性を低下させる恐
れがある。
【００１８】
上記塩化ビニル系樹脂は、重合度が高い樹脂や溶融粘度が高くゲル化の困難な樹脂ほど滑
剤成分を多く含有させることが好ましい。
また、上記滑剤成分を塩化ビニル系樹脂の粒子内部に含有させるには、重合時に滑剤を添
加する方法が好ましい。
【００１９】
階層的粒子構造を有するが、グレイン粒子内部に滑剤成分を含有しない塩化ビニル系樹脂
（ａ）と、重合度及び配合組成を同一条件に設定して最大トルク及びゲル化時間を測定比
較した際に、本発明の塩化ビニル系樹脂の測定値は、上記塩化ビニル系樹脂（ａ）の測定
値の９０％以下であることが好ましい。
最大トルク又はゲル化時間が、上記塩化ビニル系樹脂（ａ）の測定値の９０％を超えると
、本発明の塩化ビニル系樹脂の特徴である成形性が十分に発現されなくなる。
【００２０】
上記塩化ビニル系樹脂の重合方法としては、例えば、懸濁重合法、乳化重合法、溶液重合
法、塊状重合法等が挙げられる。これらの中では、懸濁重合法が好ましい。
【００２１】
上記懸濁重合法としては、例えば、以下の方法を用いることができる。
即ち、温度調整機及び撹拌機を備えた重合器に、純水、滑剤成分、分散剤、重合開始剤、
及び、必要に応じて水溶性増粘剤や重合度調節剤を投入する。
次いで、真空ポンプで重合器内の空気を排出し、更に撹拌条件下で塩化ビニル、また必要
に応じて他のビニルモノマーも投入する。この時点で滑剤成分はビニルモノマーの油滴内
部に分散する。その後、反応容器内をジャケットにより加熱し、塩化ビニルの重合を行う
。
【００２２】
上記塩化ビニルの重合は発熱反応であるので、ジャケット温度を調節することにより反応
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容器内の温度、つまり重合温度を制御することが可能である。
反応終了後は未反応の塩化ビニル等を除去し、反応生成物をスラリー状とした後脱水乾燥
することにより塩化ビニル系樹脂が製造される。
【００２３】
上記懸濁重合法により重合を行う際には、分散剤、重合開始剤を用いることが好ましい。
【００２４】
上記分散剤としては、特に限定はされないが、例えば、ポリ（メタ）アクリル酸塩、（メ
タ）アクリル酸塩－アルキルアクリレート共重合体、メチルセルロース、エチルセルロー
ス、ヒドロキシプロピルメチルセルロース、ポリエチレングリコール、ポリビニルアルコ
ール、ポリ酢酸ビニル及びその部分ケン化物、ゼラチン、ポリビニルピロリドン、デンプ
ン、無水マレイン酸－スチレン共重合体等が挙げられ、これらは単独又は２種以上組み合
わせて用いることができる。
【００２５】
上記重合開始剤としては、特に限定されないが、油溶性のラジカル重合開始剤を用いるの
が好ましく、例えば、ラウロイルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオキシピバレート、ジ
イソプロピルパーオキシジカーボネート、ジオクチルパーオキシジカーボネート、ｔ－ブ
チルパーオキシネオデカノエート、α－クミルパーオキシネオデカノエート等の有機パー
オキサイド類；２，２－アゾビスイソブチロニトリル、 ２，２－アゾビス－２，４－ジ
メチルバレロニトリル等のアゾ化合物などが挙げられる。
【００２６】
上記塩化ビニル系樹脂を構成する塩化ビニル系重合体の好ましい重合度は１５００～６０
００であるが、前記重合度のものを得るためには重合温度の制御が重要となる。例えば、
高重合度にするためには重合温度を低くする必要があるので、目的とする重合度に応じて
重合温度を制御することが好ましい。また、上記重合開始剤についても、重合度に応じて
適宜選定することが好ましい。
【００２７】
上記製造方法で得られる塩化ビニル系樹脂の粒子は、その階層構造中に滑剤成分が微分散
しているためゲル化し易くなる。従って、本発明の塩化ビニル系樹脂の製造方法は、従来
より成形が困難であった高重合度の塩化ビニル系樹脂に適応することにより、成形性の改
善を図ることができる。
【００２８】
上記塩化ビニル系樹脂を成形して成形品を得る場合には、必要に応じて、熱安定剤、安定
化助剤、滑剤、改質剤、加工助剤、酸化防止剤、光安定剤、顔料、充填剤等を添加しても
よい。但し、滑剤については予め樹脂粒子中に含有されているため、必要に応じて少量添
加するのが好ましい。
【００２９】
上記熱安定剤としては、特に限定されないが、例えば、ジメチル錫メルカプト、ジブチル
錫メルカプト、ジオクチル錫メルカプト、ジブチル錫マレート、ジブチル錫マレートポリ
マー、ジオクチル錫マレート、ジオクチル錫マレートポリマー、ジブチル錫ラウレート、
ジブチル錫ラウレートポリマー等の有機錫安定剤；ステアリン酸鉛、二塩基性亜リン酸鉛
、三塩基性硫酸鉛等の鉛系安定剤；カルシウム－亜鉛系安定剤、バリウム－亜鉛系安定剤
、バリウム－カドミウム系安定剤などを挙げることができる。これらは単独で用いてもよ
く、２種以上を併用してもよい。
【００３０】
上記安定化助剤としては、特に限定されないが、例えば、エポキシ化大豆油、エポキシ化
アマニ油、エポキシ化テトラヒドロフタレート、エポキシ化ポリブタジエン、リン酸エス
テル等を挙げることができる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい
。
【００３１】
上記滑剤としては、特に限定されないが、例えば、モンタン酸ワックス、パラフィンワッ
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クス、ポリエチレンワックス、ステアリン酸、ステアリルアルコール、ステアリン酸ブチ
ル等を挙げることができる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００３２】
　上記加工助剤としては、特に限定されないが、例えば、重量平均分子量１０万～２００
万のアルキルアクリレート／アルキルメタクリレート共重合体であるアクリル系加工助剤
が好ましく、具体例としては、例えば、ｎ－ブチルアクリレート／メチルメタクリレート
共重合体、２－エチルヘキシルアクリレート／メチルメタクリレート／ブチルメタクリレ
ート共重合体等を挙げることができる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用し
てもよい。
【００３３】
上記酸化防止剤としては、特に限定されないが、例えば、フェノール系抗酸化剤等が挙げ
られる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００３４】
上記光安定剤としては、特に限定されないが、例えば、サリチル酸エステル系、ベンゾフ
ェノン系、ベンゾトリアゾール系、シアノアクリレート系等の紫外線吸収剤、あるいはヒ
ンダードアミン系の光安定剤等を挙げることができる。これらは単独で用いてもよく、２
種以上を併用してもよい。
【００３５】
上記顔料としては、特に限定されないが、例えば、アゾ系、フタロシアニン系、スレン系
、染料レーキ系等の有機顔料；酸化物系、クロム酸モリブデン系、硫化物・セレン化物系
、フェロシアン化物系等の無機顔料などを挙げることができる。これらは単独で用いても
よく、２種以上を併用してもよい。
【００３６】
上記充填剤としては、特に限定されないが、例えば、炭酸カルシウム、タルク等を挙げる
ことができる。これらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００３７】
また、本発明の塩化ビニル系樹脂を成形して成形品を得る場合には、成形時の加工性を向
上させる目的で、上記塩化ビニル系樹脂に可塑剤を添加してもよい。
上記可塑剤としては、特に限定されないが、例えば、ジブチルフタレート、ジ－２－エチ
ルヘキシルフタレート、ジ－２－エチルヘキシルアジペート等を挙げることができる。こ
れらは単独で用いてもよく、２種以上を併用してもよい。
【００３８】
上記各種配合剤や可塑剤を、上記塩化ビニル系樹脂に混合する方法としては、特に限定さ
れず、例えば、ホットブレンドによる方法、コールドブレンドによる方法等が挙げられる
。また、上記塩化ビニル系樹脂組成物の成形方法としては、特に限定されず、例えば、押
出成形法、射出成形法、カレンダー成形法、プレス成形法等、従来公知の方法が使用可能
である。
【００３９】
（作用）
一般に滑剤成分を成形時に添加する場合、滑剤は塩化ビニル系樹脂の粒子間あるいは粒子
表層を覆う形で存在するため、滑性効果を発現すると同時にゲル化を遅延させる。これに
対して、本発明の塩化ビニル系樹脂は、予め滑剤成分を粒子内部に含有しているため、例
えば、押出成形の初期段階において、樹脂にスクリュー剪断力がかかり易くなり、容易に
樹脂が崩壊する。
【００４０】
また、樹脂が溶融し始めると滑剤成分が滑性効果を示すようになり、押出機負荷、トルク
、金型背圧等が低下し成形性が向上する。このように粒子内部に滑剤成分を予め含有させ
ることにより、階層的粒子構造を有する塩化ビニル系樹脂のゲル化を促進すると共に成形
性を改善することができる。
【００４１】
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【発明の実施の形態】
以下に実施例を挙げて本発明を更に詳しく説明するが、本発明はこれら実施例のみに限定
されるものではない。
【００４２】
（実施例１）
〔塩化ビニル系樹脂の作製〕
撹拌機及びジャケットを備えた重合容器に、純水、部分けん化ポリビニルアルコール（ク
ラレ社製「クラレポバールＬ－８」）の３％水溶液（以下、ＰＶＡと略称する）、ヒドロ
キシプロピルメチルセルロース（信越化学社製「メトローズ６０ＳＨ５０」）の３％水溶
液（以下、セルロース水溶液と略称する）、α－クミルパーオキシネオデカノエート（重
合開始剤）、及び、滑剤としてポリエチレンワックス（三井石油化学社製「ＨＩＷＡＸ２
２０ＭＰ」）１重量部相当を一括投入した。その後、真空ポンプで重合器内の空気を排出
し、更に撹拌条件下で塩化ビニルモノマーを投入した後、３０分間撹拌することにより、
塩化ビニルを均一に混合し、ジャケット温度の制御により重合温度４３℃にて重合を開始
した。
重合器内の圧力が０．３５ＭＰａの圧力まで低下することで重合終了を確認し、消泡剤（
東レ社製「東レシリコンＳＨ５５１０」）を加圧添加した後に反応を停止した。その後、
未反応の塩化ビニルモノマーを除去した後、反応生成物を脱水乾燥することにより塩化ビ
ニル系樹脂を得た。
【００４３】
得られた塩化ビニル系樹脂について、下記項目の評価を行い、その結果を表１に示した。
【００４４】
（１）重合度
塩化ビニル系樹脂５００ｍｇをニトロベンゼン１００ｍｌに溶解した後、２００メッシュ
の金網で濾過して不溶成分を除去した。不溶分を除去した塩化ビニル系樹脂について、Ｊ
ＩＳ　Ｋ　６７２１に準拠して重合度を測定した。
【００４５】
（２）滑剤含有量
塩化ビニル系樹脂の塩素含有量を、ＪＩＳ　Ｋ　７２２９に準拠して測定することにより
、樹脂粒子中に含有される第２成分量を計算し滑剤含有量を求めた。
【００４６】
（３）ゲル化時間、最大トルク及び定常トルク
塩化ビニル系樹脂１００重量部に錫系安定剤（三共有機社製「ＯＮＺ－１４２Ｆ」）１重
量部を混合して樹脂組成物を調製した後、この樹脂組成物６０ｇをラボプラストミル（東
洋精機社製「５０Ｃ１５０混練機Ｒ６０」）に充填し、温度２００℃、回転数５０ｒｐｍ
で混練を行いトルクカーブから、ゲル化時間、最大トルク及び定常トルクを測定した。
【００４７】
（実施例２）
重合温度を３１．５℃に設定し、重合器内の圧力が０．２８ＭＰａまで低下することで重
合を終了したこと以外は、実施例１と同様の方法で塩化ビニル系樹脂を製造した。この塩
化ビニル系樹脂１００重量部に錫系安定剤（三共有機社製「ＯＮＺ－１４２Ｆ」）１重量
部を混合して樹脂組成物を調製した。
上記塩化ビニル系樹脂及び樹脂組成物につき、実施例１と同様の項目について評価を行い
、その結果を表１に示した。
【００４８】
（比較例１）
平均重合度２０００の塩化ビニル樹脂（信越化学社製「ＴＫ－２０００Ｅ」）１００重量
部に錫系安定剤（三共有機社製「ＯＮＺ－１４２Ｆ」）１重量部、及び、滑剤としてポリ
エチレンワックス（三井石油化学社製「ＨＩＷＡＸ２２０ＭＰ」）１重量部を添加、混合
して樹脂組成物を調製した。
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上記塩化ビニル系樹脂及び樹脂組成物につき、実施例１と同様の項目について評価を行い
、その結果を表１に示した。
【００４９】
（比較例２）
塩化ビニル系樹脂を重合する際に、滑剤成分を全く添加しなかったこと以外は、実施例２
と同様の方法で塩化ビニル系樹脂を製造した。この塩化ビニル系樹脂１００重量部に錫系
安定剤（三共有機社製「ＯＮＺ－１４２Ｆ」）１重量部、及び、滑剤としてポリエチレン
ワックス（三井石油化学社製「ＨＩＷＡＸ２２０ＭＰ」）１重量部を添加、混合して樹脂
組成物を調製した。
上記塩化ビニル系樹脂及び樹脂組成物につき、実施例１と同様の項目について評価を行い
、その結果を表１に示した。
【００５０】
【表１】

【００５１】
【発明の効果】
本発明の塩化ビニル系樹脂及びその製造方法は、上述の構成であり、樹脂粒子内部に滑剤
成分を含有しているため、例えば押出成形を行う場合は、成形時に滑剤を添加する場合と
比べて、初期のスクリュー剪断力がかかり易くなり、容易にゲル化する。また、溶融後は
滑剤として作用するため、押出機負荷、押出トルクや金型背圧を低減することができる。
【００５２】
また、本発明で得られる塩化ビニル系樹脂によって、従来の成形方法ではゲル化が遅く、
溶融粘度が高いために、成形が困難であった高重合度の塩化ビニル系樹脂を容易に成形す
ることが可能となり、疲労強度、耐引張クリープ等の耐久性を大幅に向上させた成形体を
得ることができる。
従って、本発明の塩化ビニル系樹脂は、建築部材、管工機材、住宅資材等の分野で、特に
高耐久性を必要とする用途に好適に用いられる。
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